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本研究の目的は、金魚が色の違いと餌の有無を関連付けて学習できるかどうかを知ることにある。

金魚には学習能力があるという仮説のもと、私たちは、水槽の左右にカラーボードを設置し、金魚

が餌を食べ始めるまでの時間を計測、撮影する実験を行った。しかし、計測した時間のグラフに特

徴は見られず、学習能力があるかどうか結論付けることはできなかった。また、水槽の前面から人

間の姿が見えているため、金魚の行動に影響を与えた可能性があると考察した。そこで、水槽の前

面をプラスチックボードで覆い、金魚に与える外界からの影響を排除して同様の実験を行った。す

ると、金魚は明らかに学習しているような行動を見せた。今後は、更なるデータを取り、金魚の行

動の様子をグラフ化することで、この結果を確かなものにする。 

 

１．目的 

金魚は人間が水槽に近づくと、水面に移動

するという行動の変化を見せる。このことか

ら、金魚には学習能力があると考え、金魚が

色の違いと餌の位置を関連付けて学習できる

のかどうか調べる。 

２．仮説 

金魚は人間が近づいたことによる周囲の色

の変化と餌の位置を関連付けて学習する。 

３．実験道具 

・金魚 2 匹 

・餌(沈下性) 

・緑色のボード 

・赤色のボード 

・網 

の時間をストップウォッチで測った。その際の様 

子をタブレットで撮影した。 

 

 

 

 

 

 

図 1 実験方法 1 

 

 

 

 

 

・タブレット 

・ストップウォッチ 

４．実験 1-方法 

1 金魚を網で捕らえ、水槽正面中央下部に固定し

た。 

2 乱数生成サイトを用いて、1が出たら左、2が出

たら右に餌を落とした。 

3 先行研究より、金魚は緑色と赤色を見分けるこ

とができることが分かっている。餌を落とした

方に緑のボードを挟み、反対側に赤のボードを

挟んだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 実験方法 2 

図 3 実験方法 3 
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５．実験 1-結果 

図 4より、金魚が餌を食べ始めるまでの時間

に、減少傾向は見られない。また、図 5より、

餌の時間のばらつきは小さくなっていない。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

図 4 金魚が餌を食べ始めるまでの時間(s) 

縦軸…時間(s)    横軸…日にち 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5 一週間ごとの分散 

 

６．実験 1-考察 

金魚は緑色のボード側に餌があるとは学習し

ていないと考えられる。 

また、餌をやる際に水槽の前面から人間やその

他外の景色が見えていることで、金魚の行動に影

響を与えている可能性があると考えられる。 

７．実験 2-目的 

実験 1における問題点である金魚から外の景色

が見えてしまうという問題点を改善し金魚が色

の違いと餌の有無を関連付けて学習できるか

どうかを調べる。 

８．実験 2-仮説 

金魚は人間が近づいたことによる周囲の色

の変化と餌の位置を関連付けて学習する。 

９．実験 2-方法 

水槽の全面をプラスチックボードで覆い、水槽

外から金魚に与える情報を排除して、実験 1と同

様の方法で実験を行った。 

また、金魚は餌が無くても、餌があると学習さ

せた緑のボードに寄って行けば金魚は色の違い

と餌の有無を関連付けて学習したと結論付けら

れると考えた。そのため、餌を与えずに実験 1と

同様の方法で実験を行った。その際、タブレット

スタンドを用いて 20 秒間金魚の行動を撮影しボ

ードを利用しない時の金魚の行動の様子と比較

した。 

 

 

 

 

 

 

 

１０．実験 2-結果 

図 7～図 10は、上から見た水槽を座標平面に見

立てた時、金魚の 20 秒間の軌道を 1 秒ごとに点

で区切って表したものである。青色で示した点が

最初に金魚を網から放った位置、赤色で示した点

が 20秒後の金魚の位置である。 

 表 1、表 2は図 7～図 10 を数値化し、表にした

ものである。 

以上のことから金魚 1、金魚 2 は共に、ボード

を用いた際には緑のボードを設置した左側への

在時間が明らかに長いことが分かる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

                図 7 

図 6 実験の様子 

金魚１ ボードなし 
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         図 8 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表２ 

 

１１．実験 2-考察 

 図 7～図 10、表 1、表 2より、 

金魚 1、金魚 2は明らかに緑色のボード側に意識 

的に寄っていることが分かる。このことから、金 

魚は色の違いと餌の有無を関連付けて学習した 

と考えられる。 

１２．展望 

金魚の個体数を増やして、結果をより確かなも

のにする。また、金魚は色の違いだけでなく、形、

明るさなどと餌の有無を関連付けて学習できる

かどうかを知る。 

今回は、実験 1における一か月以上の学習期間

ののちに実験 2を行った。そのため、金魚が学習

するまでにかかる時間が明確ではなかった。よっ

て、今後の実験で金魚が学習するのにどれだけの

時間を要するのか調べる。 
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金魚 1 ボードあり 

図 10 

 

金魚 2 ボードあり  

図 9 

 

金魚 2 ボードなし 


